
史
料

石
垣
原
の
戦
闘
日

「
郷
土
戦
史
の
研
究
」
昭
二
・
十
一
・
十
五

　
　
　
　
　
　
帝
国
在
郷
軍
入
会
大
分
支
部
編

　
第
一
章
　
戦
闘
前
の
形
勢

　
　
一
、
一
般
の
形
勢

　
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
豊
臣
秀
吉
が
島
津
を
降
し
て
九
州
を
平
定
し
た
時
、
豊
前
北
部
の
二
郡
（
企
救
・

田
川
）
を
毛
利
吉
成
に
、
南
部
の
六
部
（
京
都
・
中
津
・
築
城
・
上
毛
・
下
毛
・
宇
佐
〈
妙
見
嶽
城
・
龍
王
城

を
除
く
〉
）
を
黒
田
孝
高
に
、
豊
後
の
全
部
は
旧
の
通
り
大
友
義
統
に
与
え
た
。
吉
成
は
小
倉
に
、
孝
高
は
中

津
に
、
義
統
は
府
内
に
居
っ
た
。

　
然
る
に
、
大
友
義
統
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
部
下
将
士
六
千
余
騎
を
率
い
て
、
豊
臣
秀
吉
の
征
韓
軍

に
従
軍
し
た
が
、
同
二
年
正
月
平
壌
に
於
て
小
西
幸
長
が
明
将
李
如
松
の
為
に
破
ら
れ
た
時
、
義
統
の
処
置
卑

怯
に
し
て
戦
闘
も
交
え
ず
し
て
守
地
を
棄
て
て
退
却
し
た
の
で
、
秀
吉
の
怒
る
所
と
な
っ
て
、
そ
の
封
土
を
没

収
せ
ら
れ
て
、
毛
利
輝
元
に
預
け
ら
れ
、
周
防
山
口
に
幽
閉
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
於
て
、
建
久
七
年
其
の
祖
能

直
が
豊
後
の
守
護
職
と
な
っ
て
以
来
の
大
友
氏
は
、
一
旦
滅
亡
し
そ
の
部
下
は
四
散
し
た
。

　
秀
吉
は
義
統
の
領
地
で
あ
っ
た
豊
後
を
九
つ
の
小
藩
に
分
割
し
た
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
秀
吉
が
永
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眠
し
た
後
一
年
を
経
て
、
慶
長
五
年
徳
川
家
康
、
石
田
三
成
が
東
西
に
対
立
し
て
、
ま
さ
に
関
ケ
原
の
大
戦
が

起
こ
り
さ
う
な
気
運
が
漸
次
熟
し
た
。

　
こ
の
年
六
月
、
徳
川
家
康
が
兵
を
率
い
て
会
津
に
い
る
上
杉
景
勝
を
討
伐
に
出
て
い
る
留
守
中
、
大
阪
城
に

於
て
は
石
田
三
成
が
着
々
開
戦
の
準
備
を
整
え
風
雲
愈
急
を
告
げ
た
。
天
下
の
諸
侯
中
少
数
の
も
の
の
外
は
、

各
々
そ
の
見
る
所
に
よ
っ
て
東
西
何
れ
か
に
属
し
、
両
軍
勝
敗
の
敷
逆
賭
す
べ
か
ら
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

　
二
、
戦
闘
直
前
に
於
け
る
豊
前
豊
後
の
状
況

　
こ
れ
よ
り
先
き
黒
田
孝
高
は
石
田
三
成
と
快
か
ら
ず
家
康
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
世
子
長
歌
を
し
て
家
康

の
東
伐
軍
に
従
は
し
め
、
自
分
は
慶
長
五
年
中
津
に
帰
っ
て
、
こ
こ
に
築
城
の
工
事
を
督
し
つ
つ
ひ
そ
か
に
形

勢
を
窺
っ
て
い
た
。
七
月
十
七
日
愈
大
戦
の
計
画
の
具
体
化
下
の
を
知
る
や
、
直
ち
に
中
津
の
工
事
を
中
止
し

て
自
己
の
領
土
の
国
境
に
あ
る
諸
城
の
守
備
を
堅
固
に
す
る
と
同
時
に
、
盛
ん
に
兵
を
募
集
し
て
出
師
の
準
備

を
な
し
た
。
一
方
に
於
て
は
大
坂
、
鞘
津
お
よ
び
上
の
関
の
三
ケ
所
に
軽
快
な
船
を
配
置
し
て
、
逓
伝
の
要
領

に
よ
っ
て
三
日
を
出
ぬ
う
ち
に
京
阪
地
方
の
情
報
を
知
る
手
段
を
講
じ
て
い
た
。

　
西
国
東
郡
　
　
　
高
田
城
　
　
　
竹
中
伊
豆
守
隆
重

　
東
国
東
郡
　
　
　
富
来
城
　
　
　
塩
見
和
泉
守
一
直

　
同
　
　
断
　
　
　
安
岐
城
　
　
　
熊
谷
内
蔵
允
直
盛

　
速
見
郡
　
　
杵
築
城
　
　
松
井
佐
渡
守
康
之
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大
分
郡

北
海
部
郡

南
海
部
郡

直
入
郡

玖
珠
郡

日
田
郡

（
細
川
忠
興
所
管
）
有
吉
四
郎
右
衛
門
立
幸

　
府
内
城
　
　
　
早
川
主
馬
首
長
敏

　
臼
杵
城
　
　
　
太
田
飛
騨
守
一
吉

　
佐
伯
城
　
　
　
毛
利
民
部
太
輔
高
歌

　
竹
田
城
　
　
　
中
川
修
理
亮
香
成

　
角
牟
礼
城
　
　
毛
利
高
歌
所
管

　
日
隈
城
　
　
　
同
断

右
の
中
で
杵
築
城
丈
は
乗
車
に
属
し
て
い
る
が
、
高
田
城
主
竹
中
隆
重
と
、
竹
田
城
主
中
川
秀
成
と
は
共
に
ま

だ
態
度
を
決
せ
ず
形
勢
を
観
望
中
で
、
そ
の
他
は
悉
く
西
軍
に
属
し
て
い
た
。

　
黒
田
孝
高
は
、
国
境
の
警
備
を
検
す
る
事
を
名
と
し
て
漁
船
に
乗
っ
て
海
上
か
ら
富
来
城
お
よ
び
安
岐
城
の

偵
察
を
な
し
て
杵
築
城
に
到
り
、
城
代
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
と
会
し
て
有
事
の
際
に
於
け
る
諸
般
の
打
合
せ

を
し
て
帰
っ
た
。

　
三
、
大
友
義
統
の
豊
後
上
陸

　
大
友
義
統
は
是
よ
り
先
幽
閉
か
ら
赦
さ
れ
て
、
そ
の
世
子
義
乗
は
徳
川
家
康
に
従
っ
て
上
杉
討
伐
に
出
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
毛
利
輝
元
が
義
統
を
大
阪
に
招
致
し
て
秀
頼
の
命
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
旧
領
豊
後
を
与
え
る

に
就
き
、
急
ぎ
豊
後
に
帰
っ
て
一
族
郎
党
を
集
め
て
、
現
に
豊
後
に
居
る
諸
侯
お
よ
び
小
倉
に
あ
る
毛
利
勝
信
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と
協
力
し
て
、
南
北
よ
り
中
津
の
黒
田
孝
高
を
撃
破
し
て
九
州
の
統
一
を
図
る
こ
と
。
そ
の
為
に
差
当
り
の
車

資
財
と
し
て
馬
百
匹
、
具
足
百
領
、
長
柄
槍
百
本
、
鉄
砲
三
百
挺
と
銀
三
千
枚
が
給
せ
ら
れ
た
。

　
大
友
義
統
の
武
将
の
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
は
、
さ
き
に
文
禄
征
韓
の
役
に
義
統
に
従
っ
て
出
征
し
、
義
統
が
領

土
を
没
収
せ
ら
れ
て
後
は
一
時
中
津
に
い
た
が
、
肥
前
の
柳
川
城
主
立
花
宗
茂
と
は
従
兄
の
間
柄
で
あ
っ
た
の

で
、
後
に
柳
川
に
於
て
二
千
石
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
。
統
幸
は
こ
の
風
雲
急
な
る
を
見
て
急
ぎ
大
阪
に
上
り
、

主
君
義
統
に
謁
し
て
天
下
の
大
勢
を
説
き
切
に
西
車
に
加
担
す
る
こ
と
の
不
利
を
諌
め
た
。
幸
い
世
子
が
衆
庶

の
車
に
従
っ
て
い
る
の
を
利
用
し
て
乗
車
に
属
し
て
、
大
友
家
の
再
興
を
図
る
べ
く
力
説
し
た
け
れ
ど
、
義
統

は
こ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に
主
君
と
運
命
を
共
に
す
べ
く
義
統
に
し
た
が
っ
て
西
下
し
た
。

読
幸
大
友
重
臣
古
弘
鎮
信
之
長
子
義
読
奪
封
寓
于
中
津
立
花
宗
茂
読
幸
之
従
父
弟
也
故
迎
至
柳
川
陽
二
千
石

聞
三
成
挙
兵
去
抵
大
坂
謂
日
義
読
有
存
如
何
所
見
軽
従
輝
光
卿
之
命
乎
義
読
日
嗣
君
幼
弱
不
忍
背
之
且
近
配

所
頗
輝
光
之
春
遇
故
其
謀
読
幸
諌
日
秀
古
以
濫
奪
封
国
終
不
復
其
故
有
何
思
義
了
報
嗣
君
輝
元
郷
之
看
遇
誠

所
不
忘
然
内
府
即
君
遇
頗
懇
篤
而
今
大
老
奉
行
之
挙
事
非
専
為
嗣
君
者
且
内
府
先
謀
知
勇
無
其
比
及
戦
得
勝

利
如
指
掌
矣
願
改
以
為
長
久
之
計
義
読
不
聴
読
幸
日
然
則
臣
関
東
給
事
良
君
以
國
興
廃
然
之
不
忍
棄
義
読
従

義
読
経
筑
紫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
木
村
高
敦
烈
祖
成
績
〕

　
大
友
義
統
は
大
坂
よ
り
周
防
國
大
畠
に
到
着
し
、
該
地
か
ら
檄
を
旧
領
豊
後
に
飛
ば
し
て
一
族
郎
党
を
召
集

し
た
の
で
、
そ
の
旧
領
地
に
大
な
る
衝
動
を
起
し
た
。
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治
乱
記
等
の
趣
は
義
統
大
坂
に
至
れ
り
と
は
聞
こ
え
ず
、
只
に
安
芸
固
よ
り
書
簡
を
豊
後
に
遣
し
た
る
に
、

宗
行
（
統
幸
）
い
そ
ぎ
安
芸
　
固
ま
で
至
れ
る
由
記
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
太
宰
管
内
志
〕

　
こ
の
事
は
、
忽
ち
中
津
城
に
在
る
黒
田
孝
高
に
聞
こ
え
た
。
孝
高
は
、
其
の
臣
二
人
を
周
防
の
上
の
関
に
先

遣
し
て
、
九
月
七
日
義
統
を
迎
え
さ
せ
利
害
を
説
い
て
、
東
軍
に
属
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
。
蓋
し
孝
高
の
真

意
は
、
成
る
べ
く
こ
れ
に
よ
っ
て
義
統
を
東
軍
に
従
わ
せ
る
事
を
す
す
め
、
も
し
義
統
が
応
じ
な
か
っ
た
な
ら

ば
一
挙
に
こ
れ
を
撃
滅
す
る
為
に
兵
力
そ
の
他
の
状
況
を
偵
察
さ
せ
る
為
で
あ
っ
た
。

此
事
中
津
に
聞
え
け
れ
ば
、
如
水
今
度
大
友
を
味
方
に
せ
ん
為
家
人
宇
治
勘
七
と
云
者
に
、
大
友
家
浪
人
大

神
大
学
を
添
て
周
防
図
上
の
関
へ
遣
し
け
り
。

此
大
学
は
元
来
義
統
の
小
姓
成
し
が
、
義
統
螢
居
の
後
浪
人
し
て
中
津
の
町
に
居
住
し
け
る
を
呼
出
し
遣
し

け
る
。
此
時
如
水
大
学
へ
申
さ
れ
け
る
は
、
汝
は
元
大
友
浪
人
な
れ
ば
、
此
度
義
統
へ
中
津
城
の
要
害
を
語

り
、
案
内
す
べ
き
な
と
申
す
べ
き
な
れ
共
、
此
度
の
軍
に
は
用
に
立
ぬ
な
り
。
其
訳
は
皆
う
ら
を
用
ゆ
る
な

り
と
申
け
れ
ば
、
大
学
は
義
統
に
対
面
し
て
委
し
く
便
り
の
様
子
を
語
り
け
れ
ば
、
勘
七
は
其
座
を
立
勘
七

に
は
大
友
の
船
如
何
程
あ
る
や
、
能
々
見
て
参
れ
と
如
水
は
申
け
る
。
又
大
友
に
送
り
た
る
状
の
大
略
は
、

今
度
石
田
治
郎
少
輔
乱
を
起
し
内
府
を
討
ん
と
す
。
石
田
は
天
性
牛
人
な
れ
ば
秀
頼
公
を
守
護
せ
ん
為
の
義

兵
に
非
ず
、
全
く
天
下
を
奪
ん
為
の
謀
な
り
。
然
る
に
輝
元
、
安
固
寺
等
と
云
接
人
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
石
田

に
組
し
、
其
外
大
小
名
も
是
を
不
知
し
て
三
成
に
組
す
。
今
内
府
は
天
下
の
人
の
思
ひ
つ
く
處
賢
者
に
て
ハ

ｒ
　
ｒ
－
ｊ
♂
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州
の
主
な
れ
ば
、
其
威
勢
既
に
盛
ん
な
り
。
且
武
勇
知
謀
古
今
に
勝
れ
た
る
良
将
也
。
又
組
す
る
人
々
は
皆

猛
将
勇
士
多
し
。
治
部
不
義
に
し
て
兵
の
道
を
不
知
し
て
乱
を
起
し
諸
人
組
せ
ざ
る
處
天
罰
遁
れ
難
し
。
況

軍
慮
更
に
な
し
。
た
と
ひ
大
軍
を
催
す
共
、
仮
集
た
る
寄
合
勢
に
て
治
郎
少
輔
が
下
知
に
随
ふ
べ
か
ら
ず
。

諸
軍
の
下
知
を
閤
て
大
将
な
く
し
て
必
軍
に
利
有
べ
か
ら
ず
。
貴
殿
治
郎
の
方
に
随
し
玉
は
ば
必
身
を
亡
し

家
を
失
ひ
玉
ふ
べ
し
。
然
は
貴
殿
の
死
生
存
亡
の
落
着
此
時
に
こ
れ
有
べ
く
候
間
能
々
御
分
別
有
る
べ
し
。

殊
に
御
子
息
義
乗
も
内
府
に
属
せ
ら
れ
候
へ
ば
内
府
方
に
参
て
忠
勤
を
励
み
然
る
べ
く
存
也
と
申
し
遣
は
さ

る
。
又
口
上
に
は
、
故
太
閤
の
御
時
、
大
友
家
降
参
の
事
我
等
取
次
申
て
候
よ
り
以
来
朝
鮮
に
至
る
迄
隔
心

無
く
談
候
事
義
統
御
失
念
有
る
間
数
候
。
我
等
も
疎
意
に
不
存
候
。
其
印
に
大
学
相
添
候
と
ぞ
申
し
遣
さ
れ

け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

　
併
し
な
が
ら
も
大
友
義
統
は
最
初
の
決
心
を
翻
さ
な
か
っ
た
。
孝
高
の
使
者
に
は
何
れ
二
三
日
中
豊
後
に
着

い
て
か
ら
返
事
を
す
る
旨
述
べ
て
帰
し
、
八
日
上
の
関
を
出
帆
九
月
九
日
の
夕
刻
速
見
郡
演
脇
に
上
陸
し
た
。

　
演
脇
上
陸
の
日
に
就
て
は
、
豊
後
乱
記
に
は
八
月
七
日
、
豊
西
記
に
は
九
日
、
豊
国
紀
行
及
び
増
補
大
友
興

廃
記
に
は
十
日
と
出
て
い
る
。

　
四
、
杵
築
城
の
強
襲

　
義
統
は
演
脇
に
上
陸
す
る
や
、
直
に
別
府
の
町
に
火
を
放
ち
、
朝
見
山
に
於
て
戦
勝
を
祈
り
更
に
進
ん
で
立

石
に
そ
の
兵
力
を
結
集
し
て
大
に
覇
を
称
え
た
。
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元
来
豊
後
は
大
友
氏
の
旧
領
で
あ
る
。
一
族
旧
臣
は
久
し
く
不
遇
に
あ
っ
た
旧
主
の
光
輝
あ
る
帰
国
を
知
っ

て
涙
ぐ
ま
し
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
先
に
義
続
か
ら
の
布
告
に
接
し
、
今
や
そ
の
旧
主
が
立
石
に
覇
を
称
へ
た
こ

と
に
就
い
て
は
、
山
河
響
に
応
じ
て
我
も
我
も
と
其
の
毫
下
に
馳
せ
集
ま
り
、
或
は
糧
米
な
ど
も
献
上
し
て
そ

の
誠
意
を
表
し
た
。

　
吉
弘
統
運
（
吉
弘
統
幸
の
弟
）
は
、
柳
川
の
立
花
宗
茂
の
所
に
寄
寓
し
て
居
た
が
、
一
番
に
馳
せ
来
り
、
宗

像
鎮
次
、
田
原
紹
忍
の
両
将
は
義
統
が
除
国
せ
ら
れ
た
時
に
、
直
入
郡
の
竹
田
城
主
中
川
秀
成
に
属
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
今
度
は
義
統
の
挙
兵
を
聞
い
て
秀
成
の
好
意
の
下
に
中
川
家
の
旗
指
物
を
借
り
受
け
て
、
竹
田

よ
り
馳
せ
参
じ
大
友
氏
の
士
気
大
に
振
っ
た
。

上
略
　
今
に
至
っ
て
旧
恩
を
慕
ひ
、
昔
の
好
み
を
忘
れ
ざ
る
者
多
く
其
家
人
共
も
多
く
浪
人
に
て
或
は
土
民

と
成
た
る
も
有
し
が
、
今
度
義
統
の
下
着
を
聞
伝
、
爰
彼
よ
り
馳
果
て
既
に
大
勢
に
及
べ
り
。
其
の
上
土
民

百
姓
共
旧
主
の
好
み
あ
る
故
、
義
統
の
下
向
を
歓
び
兵
糧
米
を
運
送
し
け
る
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

　
翌
八
日
に
は
郡
中
の
諸
老
、
征
服
、
農
民
に
至
る
迄
、
旧
主
君
の
来
り
玉
ふ
と
聞
く
や
大
に
悦
び
蟻
の
如
く

　
果
て
糧
米
な
ど
猷
ぜ
ん
と
て
各
々
皆
運
送
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
豊
後
乱
記
〕

　
当
時
に
於
け
る
豊
後
の
状
態
に
就
て
は
既
に
前
に
述
べ
た
通
り
で
、
純
然
た
る
東
軍
は
細
川
忠
興
の
杵
築
城

の
み
で
あ
る
。

一員7－
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こ
れ
よ
り
先
き
木
村
城
代
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
は
大
友
義
続
帰
国
の
情
報
を
得
る
や
城
内
二
の
丸
に
仮
普

請
を
し
て
、
速
見
郡
各
地
の
庄
屋
頭
、
惣
百
姓
を
人
質
と
し
て
押
篭
め
、
以
て
厳
に
領
土
の
確
保
を
図
っ
て
い

た
。
義
続
上
陸
す
る
や
旧
臣
百
姓
歓
呼
の
裡
に
も
其
の
人
質
の
奪
還
を
切
に
願
う
た
。
そ
こ
で
義
続
も
豊
後
唯

一
の
異
分
子
を
一
蹴
し
木
村
城
を
占
領
し
て
、
黒
田
軍
に
対
す
る
戦
の
拠
点
と
し
た
い
考
え
か
ら
、
吉
弘
続
幸

に
二
百
騎
を
属
し
て
木
村
城
を
攻
撃
さ
せ
た
。

　
城
内
に
は
大
友
の
旧
臣
で
内
応
者
も
あ
っ
た
の
で
、
十
日
夜
統
幸
は
城
内
の
内
応
者
と
呼
応
し
て
夜
襲
を
行

い
、
猛
烈
に
攻
撃
し
て
二
の
丸
ま
で
占
領
し
人
質
を
奪
還
し
、
続
い
て
本
丸
に
向
て
猛
襲
を
続
け
た
け
れ
ど
、

城
兵
よ
く
死
守
し
た
。
一
方
急
を
黒
田
孝
高
に
告
げ
た
の
で
、
十
一
日
払
暁
城
ま
さ
に
陥
ら
ん
と
す
る
時
孝
高

の
救
援
隊
が
近
く
に
到
着
し
た
。
大
友
軍
は
、
其
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
止
む
を
得
ず
引
き
返

し
た
。

　
こ
の
攻
撃
に
就
て
増
補
大
友
興
廃
記
そ
の
他
の
記
録
に
は
、
義
続
が
宗
像
鎮
次
を
将
と
し
て
木
村
を
攻
撃
を

さ
せ
た
と
載
せ
て
あ
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。

去
程
に
、
大
友
方
よ
り
討
手
の
大
将
に
は
、
宗
像
帰
郷
を
大
将
と
し
て
、
木
部
山
城
、
大
神
監
物
、
柴
田
小

六
、
都
甲
兵
郷
杯
云
者
を
差
添
、
郷
人
共
多
く
馳
加
は
り
都
合
其
の
勢
五
千
人
ば
か
り
遣
し
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

速
見
郡
は
細
川
越
中
守
の
領
地
た
る
に
依
て
木
村
の
城
番
代
と
し
て
松
井
土
佐
守
、
右
田
武
蔵
守
二
人
在
城
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す
。
此
度
関
ケ
原
一
乱
に
は
、
速
見
郡
の
郷
民
等
が
妻
子
を
悉
く
人
質
に
取
り
、
木
付
の
城
中
に
置
け
り
。

此
妻
子
を
取
返
し
給
る
べ
き
由
愁
訴
せ
し
む
る
に
依
て
、
義
統
公
不
便
に
思
は
れ
、
柴
田
小
六
郎
に
軍
勢
を

差
添
へ
、
同
十
一
日
の
夜
木
付
の
城
に
押
寄
、
鯨
波
を
挙
げ
短
兵
急
に
攻
人
二
の
丸
を
押
破
り
、
人
質
を
悉

く
取
返
し
引
退
く
。
已
に
其
夜
の
暁
天
に
お
よ
ん
で
大
将
柴
田
小
六
郎
高
き
所
に
登
り
、
甲
を
ぬ
ぎ
て
暫
く

休
息
し
け
る
を
、
城
中
よ
り
鉄
砲
を
以
て
之
を
打
。
其
間
二
余
り
有
け
れ
ば
、
打
越
て
小
六
郎
が
頭
を
打
砕

か
れ
て
忽
ち
死
す
。
其
骸
を
兵
船
に
乗
せ
大
友
の
本
陣
に
帰
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
豊
南
記
〕

　
五
、
黒
田
孝
高
の
南
進

　
黒
田
孝
高
は
、
大
友
義
統
が
西
軍
に
属
す
る
を
知
る
や
、
そ
の
豊
後
に
上
陸
し
て
勢
力
を
加
え
な
い
前
に
断

然
こ
れ
を
撃
滅
す
る
に
決
し
、
小
倉
の
毛
利
に
対
し
て
中
津
城
そ
の
他
一
二
の
城
に
一
部
の
兵
を
残
し
、
主
力

を
以
て
九
月
九
日
早
朝
中
津
を
出
発
し
て
南
進
を
起
す
。
そ
の
行
軍
序
列
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

第
一
陣

第
二
陣

第
三
陣

第
四
陣

第
五
陣

第
六
陣

母
里
太
兵
衛
友
信

黒
田
兵
庫
助
利
高

栗
山
四
郎
右
衛
門
利
安

野
村
市
左
衛
門

母
里
巽
三
兵
衛

久
野
次
左
衛
門
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以
上
兵
力
合
せ
て
八
千
余
騎
別
に
黒
田
章
高
の
毫
下
千
余
。

　
兵
力
合
計
九
千
栄
士
気
頗
る
昂
り
、
翌
十
日
朝
高
田
城
に
到
達
し
て
こ
れ
を
威
圧
し
た
。
城
主
竹
中
隆
重
は

こ
の
時
は
未
だ
形
勢
の
観
望
中
で
あ
っ
た
が
、
此
勢
に
惺
れ
て
そ
の
長
子
に
兵
二
百
を
授
け
て
章
高
の
軍
に
加

わ
ら
せ
た
。

　
黒
田
孝
高
は
こ
の
夜
赤
根
峠
に
達
し
た
が
、
時
に
恰
も
杵
築
城
代
松
井
康
之
の
使
者
が
来
て
杵
築
城
の
危
急

を
告
げ
た
。
孝
高
直
ち
に
井
上
九
郎
右
衛
門
、
野
村
市
右
衛
門
、
久
野
治
左
衛
門
、
母
里
巽
三
兵
衛
の
四
隊
を

先
遣
し
て
、
ま
ず
杵
築
を
救
援
し
次
に
立
石
に
あ
る
大
友
義
続
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
孝
高
の
考
え
は

こ
の
兵
力
を
以
て
義
続
攻
撃
の
第
一
梯
団
と
し
、
自
分
は
主
力
を
以
て
こ
れ
に
続
行
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。

　
翌
十
一
日
章
高
は
富
来
城
を
包
囲
し
た
が
、
城
兵
の
守
備
堅
固
な
の
を
見
て
こ
れ
を
攻
略
す
る
に
は
か
な
り

の
時
日
を
要
す
る
こ
と
を
判
知
し
た
。
こ
の
間
の
時
日
を
義
続
に
仮
す
の
は
そ
の
勢
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
勝
利
は
敵
の
主
力
を
撃
破
す
る
こ
と
に
あ
り
、
義
続
さ
え
撃
破
す
れ
ば
こ
ん
な
小
城
は
ど
う
で
も
な
る

と
考
え
た
の
で
、
囲
み
を
解
い
て
前
進
を
続
行
し
、
十
二
日
夕
熊
谷
直
盛
の
守
備
し
て
い
る
安
岐
城
の
付
近
に

達
し
露
営
し
た
。
城
中
か
ら
出
て
挑
戦
し
た
け
れ
ど
も
章
高
は
こ
れ
に
応
戦
せ
ず
、
翌
十
三
日
払
暁
出
発
一
部

の
兵
を
以
て
城
兵
の
追
撃
を
撃
退
し
、
尚
も
南
進
を
続
行
し
た
。

　
先
に
九
日
夜
、
赤
根
峠
か
ら
先
遣
せ
ら
れ
た
第
一
梯
団
は
間
道
を
経
て
杵
築
に
達
し
た
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ

て
大
友
軍
は
西
方
に
退
却
し
た
の
で
杵
築
城
代
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
は
城
兵
二
百
人
余
人
を
率
い
て
第
一
梯

団
に
加
わ
っ
て
饗
導
と
な
っ
た
。

　
梯
団
は
南
進
を
続
け
て
、
九
月
十
二
日
鉄
輪
南
方
地
区
に
進
出
し
て
、
実
相
寺
山
附
近
に
兵
力
を
集
結
し
、
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（
南
立
石
）
に
あ
る
大
友
義
統
の
軍
と
近
く
相
対
峙
し
、
こ
こ
に
石
垣
原
合
戦
の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

第
二
章
　
戦
場
附
近
の
地
形

　
石
垣
原
は
別
府
市
の
西
北
方
に
あ
る
起
伏
地
で
あ
っ
て
、
今
は
一
面
の
松
林
で
あ
る
が
、
当
時
は
荒
地
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
激
戦
の
あ
っ
た
所
は
、
今
の
別
府
か
ら
実
相
寺
山
の
西
を
通
っ
て
明
鸞
に
通
ず
る
道
路
の
西
南
側

で
、
南
立
石
と
実
相
寺
と
を
連
ね
る
線
が
境
川
と
交
っ
た
附
近
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

東
は
石
垣
村
、
南
は
別
府
、
朝
見
の
両
邑
、
西
は
立
石
村
よ
り
大
平
山
麓
、
北
は
鶴
見
の
原
中
村
人
家
に
接

し
た
り
。
其
域
や
東
西
三
十
町
に
遠
く
南
北
二
十
町
に
近
し
、
戦
地
は
今
海
道
よ
り
西
に
沿
ふ
て
大
平
山
の

裾
野
に
松
柏
生
た
る
野
山
の
際
南
に
傍
て
「
五
反
畑
」
と
号
せ
し
所
に
大
石
の
五
六
個
あ
る
所
也
。
里
人
こ

の
石
を
屋
形
石
と
称
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
石
垣
原
戦
略
考
〕

此
の
地
を
石
垣
原
と
名
付
し
事
は
、
石
垣
多
く
あ
る
故
也
。
凡
東
西
一
里
南
北
二
十
余
町
育
て
広
き
原
也
。

西
に
鶴
見
嶽
、
鶴
見
山
育
。
油
布
嶽
高
山
相
重
り
石
垣
村
は
北
石
垣
、
中
石
垣
、
南
石
垣
と
て
三
ケ
村
有
。

海
に
近
く
田
作
ら
ん
と
す
る
に
、
石
多
く
あ
る
故
一
所
に
重
ね
集
て
石
垣
多
く
、
長
く
所
々
に
築
け
る
故
石

垣
原
と
名
付
、
此
所
の
古
俗
は
鶴
見
原
と
云
。
此
原
は
南
は
立
石
と
別
府
に
属
し
、
北
は
石
垣
村
に
属
し
、

西
は
鶴
見
嶽
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕
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石
垣
原
を
含
む
一
帯
の
地
域
は
西
に
大
平
山
（
扇
山
）
、
鶴
見
嶽
が
そ
び
え
そ
の
裾
野
が
極
め
て
緩
徐
で
、

東
の
海
の
方
に
向
か
っ
て
い
る
平
地
で
あ
っ
て
、
南
に
は
観
海
寺
の
南
方
高
地
の
脚
が
屏
風
を
立
て
た
様
に
こ

の
平
地
を
限
り
、
北
は
鉄
輪
及
明
署
東
側
の
高
地
に
よ
っ
て
区
劃
せ
ら
れ
て
い
る
。
黒
田
軍
の
第
一
梯
団
が
そ

の
兵
力
を
結
集
し
た
実
相
寺
山
は
石
垣
原
の
北
に
あ
っ
て
こ
の
平
地
の
唯
一
の
要
点
で
あ
る
。
攻
防
共
に
有
利

で
あ
る
が
、
特
に
立
石
附
近
の
敵
を
攻
撃
す
る
為
に
は
最
も
適
当
な
拠
点
で
あ
る
。

　
大
友
義
統
の
陣
地
た
る
立
石
付
近
は
こ
の
平
地
の
南
の
境
界
に
あ
る
高
台
で
、
石
垣
原
に
面
し
て
前
に
堅
固

な
る
自
然
の
絶
壁
を
具
え
、
西
は
鶴
見
嶽
に
よ
っ
て
敵
の
迂
回
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
南
即
ち
背
後
に
は
直
ち

に
観
海
寺
西
方
高
地
を
負
っ
て
防
御
の
為
に
は
頗
る
要
害
の
堅
固
な
陣
地
で
あ
る
。

第
三
章
　
戦
闘

　
一
、
戦
闘
開
始
前
に
於
け
る
両
軍
の
配
置

　
こ
の
会
戦
で
大
友
軍
は
立
石
付
近
に
陣
地
を
占
拠
し
、
黒
田
軍
は
実
相
寺
山
付
近
に
攻
撃
の
拠
点
を
占
め
た

が
、
戦
闘
は
両
軍
か
ら
其
の
中
間
に
あ
る
石
垣
原
で
遭
遇
戦
の
よ
う
な
様
式
で
実
行
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
大
友
軍
は
そ
の
主
力
を
立
石
に
置
き
、
吉
弘
嘉
兵
衛
唸
宰
は
右
翼
隊
と
な
り
坂
本
に
、
宗
像
掃
部
鎮
次
は
左

翼
隊
と
な
り
御
堂
ケ
原
に
布
陣
し
た
。

　
義
統
の
本
陣
の
あ
っ
た
所
の
西
で
五
万
分
一
図
上
に
独
立
樹
の
あ
る
所
に
、
大
友
義
統
が
こ
の
戦
闘
に
使
っ

た
陣
鐘
を
掛
け
た
と
い
う
大
き
な
松
が
あ
る
。
鐘
掛
松
と
い
う
。
御
堂
ケ
原
は
こ
の
松
の
西
方
約
一
町
の
所
ら

し
い
。
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黒
田
軍
の
第
一
梯
団
は
井
上
九
郎
右
衛
門
を
総
指
揮
官
と
し
、
左
の
軍
隊
区
分
に
従
い
、
実
相
寺
山
付
近
に

進
出
し
て
そ
の
隊
勢
を
整
え
、
先
ず
母
里
巽
三
兵
衛
、
時
枝
平
太
夫
の
指
揮
す
る
第
一
陣
を
以
て
石
垣
原
に
進

出
せ
し
め
て
、
第
二
陣
は
、
そ
の
後
方
に
前
進
し
た
。
主
力
は
角
殿
山
（
実
相
寺
山
西
方
）
に
集
結
し
て
、
爾

後
の
攻
撃
を
準
備
し
、
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
の
指
揮
す
る
二
百
騎
は
、
実
相
寺
山
の
南
部
の
突
角
に
位
置
し

て
予
備
隊
と
な
っ
た
。

第
一
陣

第
二
陣

本
　
陣

母
里
巽
三
兵
衛

久
野
治
左
衛
門

井
上
九
郎
右
衛
門

時
枝
平
太
夫

曽
我
部
五
右
衛
門

野
村
市
右
衛
門

　
　
　
　
（
三
千
余
）

予
　
備
　
　
松
　
井
　
康
　
之
　
　
有
　
吉
　
立
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
百
余
）

　
こ
の
時
黒
田
孝
高
の
指
揮
す
る
主
力
は
ま
だ
安
岐
城
を
肘
発
し
て
間
も
な
い
時
で
、
石
垣
原
の
戦
場
か
ら
は

七
里
ば
か
り
隔
て
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
大
友
義
統
の
主
力
の
陣
地
は
実
相
寺
山
と
三
千
メ
ー
ト
ル
を
出
な

い
距
離
に
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
戦
場
に
現
在
す
る
兵
力
は
彼
我
大
な
る
懸
隔
は
な
い
。
大
友
義
統
は
果
し
て

如
何
な
る
作
戦
に
出
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
か
。
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二
、
石
垣
原
第
一
会
戦

　
大
友
義
統
は
吉
弘
統
幸
を
第
一
陣
と
し
九
百
余
騎
を
以
て
石
垣
原
に
進
出
し
て
、
敵
の
第
一
陣
を
迎
撃
せ
し

め
、
宗
像
鎮
次
に
五
百
余
騎
を
与
え
て
第
二
陣
と
し
続
い
て
石
垣
原
に
前
進
を
命
じ
、
自
ら
主
力
を
擁
し
て
立

石
に
あ
っ
た
。

　
吉
弘
統
幸
は
十
三
日
早
朝
、
石
垣
原
に
進
出
し
て
鶴
翼
の
陣
を
張
り
、
其
の
一
部
を
挺
進
さ
せ
て
軽
戦
の
後

敵
の
先
陣
を
誘
致
さ
せ
る
。

　
黒
田
軍
の
第
一
陣
は
勝
ち
に
乗
じ
て
追
撃
し
た
が
、
境
川
の
線
で
統
幸
俄
然
攻
撃
に
転
じ
正
面
と
両
側
と
か

ら
包
囲
し
た
の
で
、
黒
田
軍
は
大
い
に
奮
闘
し
た
け
れ
ど
も
遂
に
大
な
る
損
害
を
受
け
て
実
相
寺
山
に
向
か
い

退
却
し
た
。

　
統
幸
は
こ
れ
を
窮
追
し
て
犬
の
馬
場
ま
で
追
い
込
ん
だ
。
こ
の
戦
闘
に
於
て
黒
田
軍
の
戦
死
八
十
、
大
友
軍

の
戦
死
十
。

石
垣
原
戦
の
次
第
、
九
月
十
三
日
早
朝
に
松
井
佐
渡
、
鶴
見
原
に
打
出
る
。
其
勢
三
百
余
騎
閲
を
作
り
て
押

寄
る
。
大
友
方
の
軍
兵
も
馬
を
並
て
駈
出
て
、
互
に
鯨
波
を
合
せ
け
る
。
開
の
声
静
り
け
れ
ば
、
鶴
翼
を
開

き
押
包
ん
と
す
。
大
友
方
少
し
引
色
に
せ
け
れ
ば
、
佐
渡
の
兵
共
勇
進
ん
で
打
て
懸
る
を
、
魚
鱗
立
の
真
中

を
切
て
通
り
、
後
え
ず
ん
と
か
け
抜
て
見
れ
ば
、
旗
一
腹
さ
さ
せ
百
騎
ば
か
り
備
を
立
た
り
。
統
幸
之
を
見

て
、
是
は
横
鎗
を
見
え
た
り
、
さ
ら
ば
両
陣
一
所
に
集
り
討
ん
と
て
、
実
相
寺
山
の
方
如
水
本
陣
に
急
に
打

て
懸
る
風
情
を
見
せ
け
れ
ば
、
敵
本
陣
に
懸
る
と
思
ひ
、
両
陣
一
所
に
成
て
懸
り
け
る
を
待
受
、
又
魚
鱗
に
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立
火
花
を
散
し
戦
ひ
け
る
。
佐
渡
が
軍
兵
乱
れ
立
、
其
勢
二
百
余
騎
討
死
す
。
残
兵
実
相
寺
山
麓
に
引
退
、

大
友
方
悠
々
鶴
見
原
の
本
陣
に
引
帰
。

二
番
に
如
水
方
の
大
将
森
太
兵
衛
、
三
百
余
喘
実
相
寺
山
よ
り
打
出
鶴
見
原
に
押
向
。
大
友
方
の
大
将
吉
弘

嘉
兵
衛
宗
元
二
百
余
騎
に
て
渡
間
合
、
半
時
ば
か
り
の
戦
に
黒
田
方
屈
強
の
侍
八
十
五
騎
討
死
す
。
大
友
方

も
十
騎
ば
か
り
討
死
す
。
森
が
兵
散
々
に
打
負
実
相
寺
山
の
麓
大
の
馬
場
と
云
所
に
這
入
。
〔
増
補
大
友
興

廃
記
中
に
あ
る
速
見
郡
真
玉
村
庄
住
田
北
弥
太
郎
説
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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